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愛知県医薬分業推進基本方針の改正について 

 この方針に定める医薬分業の推進目標の達成が間近になったこと等から、「愛知県医薬分

業推進基本方針」の改正について平成27年３月に開催した愛知県薬事審議会に諮り、その

審議結果を受け、以下のとおり改正した（平成27年４月１日施行）。 

○主な改正内容 

【１】基本方針３ 医薬分業の推進目標 

 「６０％」から「全国平均を上回ること」に変更する。また、「地域格差の解消」を

目標に加える。 

 分業率６０％の達成が間近になったが、「全国平均を上回ること」を新たな目標とする。

現状では、全国平均６７％に対して本県は５８％と、９ポイント下回っているため、全国

平均との差を縮めることを目指すとともに、地域格差が大きいことからその解消を図るこ

ととする。 

【２】基本方針７ 医薬分業推進策 

（２）処方箋受入れ体制の整備 

 「調剤過誤や疑義照会等の事例を収集し、集積した情報の分析評価を行うことによ

り、医療の安全確保を図り」等を追記する。 

 医薬分業の推進にあたっては、薬局の質の確保の観点から、従来より調剤過誤や疑義照

会による未遂事例等を収集して分析評価の上、薬剤師に注意喚起することにより、同様の

事例を防止し、より一層の医療の安全を確保していることから、基本方針に明記する。 

（３）県民に対する普及・啓発 

「「お薬手帳」の一層の利用促進」を追記する。 

 「お薬手帳」は、処方された薬の情報だけでなく患者の副作用・アレルギー情報等を記

録することで、医療連携においても重要であることから、従来より利用促進を行っている

が、東日本大震災の際にも、その有用性が再認識されたことなどから、「お薬手帳」がより

一層利用されるよう、その利用促進について基本方針に明記する。 
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愛知県医薬分業推進基本方針 

１ はじめに 

 この基本方針は、平成７年３月17日付け愛知県薬事審議会答申「医薬分業の推進策に

ついて」に基づき、愛知県における医薬分業推進の基本的な方針を定めるものである。 

２ 目 的 

 この基本方針は、愛知県健康福祉部（以下「県」という。）、公益社団法人愛知県医師

会（以下「医師会」という。）、一般社団法人愛知県歯科医師会（以下「歯科医師会」と

いう。）及び一般社団法人愛知県薬剤師会（以下「薬剤師会」という。）が相互に連携し

て医薬分業を推進し、「かかりつけ薬局」「かかりつけ薬剤師」が県民に普及定着するこ

とにより、医薬品の適正使用及び安全性の確保を図り、急速に進む高齢化社会に対応し

た質の高い医療を県民に提供することを目的とする。 

３ 医薬分業の推進目標 

 医薬分業率の推進目標は、全国平均を上回ることとする。 

 ただし、医薬分業は全県において一律に推進するのではなく、おおむね二次医療圏毎

に医薬分業を推進することにより地域格差の解消を図り、全医療圏において目標の達成

を目指すものとする。 

 なお、目標は地域保健医療計画の見直し時期に合わせて見直すものとする。 

４ 医薬分業の基本理念 

 本県が推進する医薬分業の基本理念は次のとおりとする。 

(1) 医薬品の適正使用の推進 

 医薬品の適正使用の推進には、医療機関で医師・歯科医師が患者の治療に適した医

薬品を処方した後、患者の服用にあたり相互作用や重複投与による副作用の発現を未

然に防ぐための点検や服薬指導が不可欠であり、また、患者への医薬品情報の開示が

求められている。 

 しかし、現在の医療用医薬品はその数・種類が膨大でかつ作用が鋭敏である反面相

互作用による副作用発現の危険性が潜んでいることから、医薬分業を医薬品適正使用

推進のための有効な方策として推進し、医療の質の向上に貢献する。 

(2) 患者主体の医薬分業及びかかりつけ薬局・薬剤師の普及定着 

 患者に対しての服薬指導や薬歴管理等により医薬品の相互作用や重複投与による副

作用の発現を未然に防ぎ、患者が医薬品について気軽に相談ができ、さらに、医療機

関に対し医薬品情報などを提供するなど医療に貢献できる「かかりつけ薬局・薬剤師」

の普及定着を図る。 

 さらに、「かかりつけ薬局・薬剤師」は、在宅医療や保健所と連携しての地域住民へ

の健康教育への取組みなどを通じて地域の保健・医療・福祉に貢献する。 

(3) 地域に密着した医薬分業 

 二次医療圏内の中核病院を中心とした広域的な医薬分業と、患者の生活圏内（市町

村若しくは町内会単位）にある各病院・診療所を中心とした地域的な医薬分業が調和

した、より地域に密着した医薬分業の推進を図る。 

５ 医師会、歯科医師会及び薬剤師会の連携 

 上記４の基本理念に基づく医薬分業を推進するにあたり、医師会・歯科医師会と薬剤

師会は、各地区においてもそれぞれ密接な連携を図るとともに、地域においては医師・

歯科医師と薬剤師との間に信頼関係を構築しなければならない。 
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６ 協議会議の設置 

 県は、医薬分業の適正な推進を図るため、愛知県医薬分業適正化協議会議を設置する。 

 また、おおむね二次医療圏を一地区として各地区毎に県保健所、地区内の医師会、歯

科医師会及び薬剤師会並びに地域住民等を交えた協議会議を設置する。 

７ 医薬分業推進策 

(1) かかりつけ薬局・薬剤師の育成 

 薬剤師会は、各薬局が「薬局業務運営ガイドライン」（平成５年４月厚生省策定）に

基づき薬局の管理運営及び構造設備等を整備し、医療提供施設の担い手としてふさわ

しい「かかりつけ薬局・薬剤師」を育成する。 

(2) 処方箋受入れ体制の整備 

 薬剤師会は、薬局薬剤師を対象とした臨床薬理、調剤技術等に関する組織的・体系

的な研修を実施するとともに、調剤過誤や疑義照会等の事例を収集し、集積した情報

の分析評価を行うことにより、医療の安全確保を図り、更に、調剤用医薬品の備蓄体

制及び休日、夜間を含めた処方箋受入れ体制を整備する。 

 また、薬剤師会は「薬事情報センター」の医薬品情報システムの充実を図り、県民、

医療関係者等に必要な医薬品情報を迅速に提供する。 

 県は、質の高い医薬分業を推進するため薬剤師会に対して必要な指導、支援を行う。 

(3) 県民に対する普及・啓発 

 県は、薬剤師会が行う薬事普及事業を支援するとともに、医薬分業のメリットにつ

いて県民の理解を得るため、広報紙の活用、講習会の開催等により、積極的に県民に

普及啓発を行う。 

 薬剤師会は、「お薬手帳」の一層の利用促進を図るとともに、「かかりつけ薬局・薬

剤師」の活用を県民に啓発するため、「薬と健康の週間」等を利用して新聞・テレビ・

ポスター等による広告活動を行う。 

(4) その他 

 協議会議において、適正な医薬分業の推進にかかる必要な事項について協議する。 

８ 医薬分業の推進計画 

 県は、上記７の医薬分業推進策について「医薬分業推進基本計画」を策定する。 

 また、地区毎に「医薬分業推進基本計画」に基づいた「医薬分業推進地区計画」を策

定し、具体的推進策を実施する。 

  附 則 

この基本方針は、平成８年３月29日から施行する。 

  附 則 

この基本方針は、平成18年３月31日から施行する。 

  附 則 

この基本方針は、平成25年４月１日から施行する。 

  附 則 

この基本方針は、平成27年４月１日から施行する。 
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医薬分業率の現状 

（日本薬剤師会調べ） 

○全国の状況（平成２６年度） 

順位 都道府県 医薬分業率（％）

１ 秋田県 ８４．２  【近隣県】  

２ 神奈川県 ７９．６  順位 都道府県 医薬分業率（％）

３ 新潟県 ７９．２  １９ 静岡県 ７２．３ 

～

３７ 愛知県 ５９．９  ３２ 岐阜県 ６４．４ 

～
４５ 京都府 ５０．７ ３６ 三重県 ６０．１ 

４６ 和歌山県 ４６．１ 

４７ 福井県 ４５．０ 

全  国 ６８．７ 

○医薬分業率の推移（愛知県、全国）（平成６年度～平成 26 年度） 
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医薬分業率の推移    （％）

年度 10 15 20 21 22 23 24 25 26 

愛知県 18.2 40.2 49.4 51.6 54.3 56.0 57.3 58.0 59.9 

全国 31.8 51.6 59.1 60.7 63.1 65.1 66.1 67.0 68.7 

（医薬分業率）＝（処方箋受取率）＝ 
院外処方箋枚数

総処方箋枚数
 × 100（％） 
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平成26年度 調剤分

投薬対象数 処方箋
診療実日数(A) A×67.7%　(B) 診療実日数(C) C×10.2%　(D) Ｅ（B＋D） 枚数(F)  本年度 前年度

日 日 日 日 日 枚 ％ ％

北海道 60,005,436 40,623,680 16,064,491 1,638,578 42,262,258 32,713,502 77.4% 76.2%
青　森 17,820,430 12,064,431 3,409,093 347,727 12,412,159 9,678,946 78.0% 75.5%
岩　手 15,492,577 10,488,475 3,622,137 369,458 10,857,933 8,387,461 77.2% 75.6%
宮　城 28,512,447 19,302,927 7,007,598 714,775 20,017,702 15,705,537 78.5% 77.2%
秋　田 13,248,701 8,969,371 2,913,174 297,144 9,266,514 7,800,545 84.2% 82.8%
山　形 15,399,709 10,425,603 3,366,670 343,400 10,769,003 7,608,721 70.7% 68.3%
福　島 23,834,533 16,135,979 5,583,933 569,561 16,705,540 12,352,445 73.9% 72.9%
茨　城 31,900,484 21,596,628 8,581,482 875,311 22,471,939 16,241,326 72.3% 70.5%
栃　木 24,995,262 16,921,792 5,993,273 611,314 17,533,106 10,963,879 62.5% 60.5%
群　馬 24,949,216 16,890,619 6,313,640 643,991 17,534,611 9,892,089 56.4% 54.6%
埼　玉 78,386,900 53,067,931 22,442,087 2,289,093 55,357,024 40,013,460 72.3% 70.8%
千　葉 66,876,686 45,275,516 19,377,424 1,976,497 47,252,014 34,519,496 73.1% 71.8%
東　京 172,416,800 116,726,174 50,061,585 5,106,282 121,832,455 92,890,942 76.2% 75.2%
神奈川 105,018,010 71,097,193 28,283,001 2,884,866 73,982,059 58,906,814 79.6% 79.0%
新　潟 27,185,882 18,404,842 7,003,955 714,403 19,119,246 15,151,668 79.2% 77.5%
富　山 12,861,365 8,707,144 3,023,346 308,381 9,015,525 5,074,536 56.3% 52.8%
石　川 13,625,488 9,224,455 3,074,880 313,638 9,538,093 5,455,538 57.2% 54.4%
福　井 9,882,153 6,690,218 2,023,627 206,410 6,896,628 3,105,615 45.0% 40.7%
山　梨 10,104,835 6,840,973 2,528,456 257,903 7,098,876 5,166,060 72.8% 71.9%
長　野 24,361,332 16,492,622 6,056,199 617,732 17,110,354 11,730,508 68.6% 65.9%
岐　阜 27,333,365 18,504,688 6,673,263 680,673 19,185,361 12,360,521 64.4% 62.6%
静　岡 46,227,278 31,295,867 10,913,582 1,113,185 32,409,053 23,437,603 72.3% 70.3%
愛　知 96,140,562 65,087,160 24,832,495 2,532,914 67,620,075 40,512,269 59.9% 58.0%
三　重 24,120,565 16,329,623 5,499,721 560,972 16,890,594 10,152,761 60.1% 57.2%
滋　賀 15,501,057 10,494,216 3,978,331 405,790 10,900,005 7,321,898 67.2% 65.5%
京　都 32,645,623 22,101,087 7,828,077 798,464 22,899,551 11,603,841 50.7% 48.5%
大　阪 120,823,774 81,797,695 32,926,127 3,358,465 85,156,160 48,596,383 57.1% 54.7%
兵　庫 74,510,904 50,443,882 17,735,926 1,809,064 52,252,946 35,234,709 67.4% 65.8%
奈　良 16,889,419 11,434,137 4,235,014 431,971 11,866,108 6,778,652 57.1% 55.2%
和歌山 14,570,665 9,864,340 3,039,817 310,061 10,174,402 4,688,272 46.1% 43.5%
鳥　取 7,390,366 5,003,278 1,721,333 175,576 5,178,854 3,510,638 67.8% 66.9%
島　根 9,327,744 6,314,883 1,839,873 187,667 6,502,550 4,748,325 73.0% 70.6%
岡　山 25,939,375 17,560,957 6,024,954 614,545 18,175,502 10,969,810 60.4% 58.8%
広　島 42,139,529 28,528,461 9,333,566 952,024 29,480,485 20,335,578 69.0% 67.5%
山　口 20,653,792 13,982,617 4,422,109 451,055 14,433,672 10,530,646 73.0% 70.8%
徳　島 11,102,294 7,516,253 2,518,593 256,896 7,773,150 4,065,103 52.3% 49.9%
香　川 14,841,637 10,047,788 3,146,059 320,898 10,368,686 6,286,073 60.6% 59.4%
愛　媛 20,136,209 13,632,213 4,322,327 440,877 14,073,091 7,333,404 52.1% 49.9%
高　知 9,634,229 6,522,373 2,129,652 217,225 6,739,598 4,346,273 64.5% 62.6%
福　岡 71,272,316 48,251,358 18,705,290 1,907,940 50,159,298 36,149,579 72.1% 70.5%
佐　賀 12,952,340 8,768,734 2,809,601 286,579 9,055,313 7,016,446 77.5% 76.4%
長　崎 20,820,466 14,095,455 4,469,300 455,869 14,551,324 10,052,216 69.1% 67.3%
熊　本 26,045,098 17,632,531 5,617,128 572,947 18,205,478 11,904,005 65.4% 63.8%
大　分 15,745,887 10,659,965 3,265,546 333,086 10,993,051 7,786,540 70.8% 69.2%
宮　崎 15,383,773 10,414,814 3,225,651 329,016 10,743,831 7,886,557 73.4% 72.5%
鹿児島 23,366,783 15,819,312 5,026,258 512,678 16,331,990 11,354,359 69.5% 67.9%
沖　縄 13,900,406 9,410,575 3,551,889 362,293 9,772,868 7,263,337 74.3% 72.9%
計 1,606,293,702 1,087,460,836 406,521,533 41,465,196 1,128,926,033 775,584,886 68.7% 67.0%
注） 1. 本表に係る数値は、基金統計月報及び国保連合会審査支払業務統計による。

2. 平成26年度の投薬率は、社会医療診療行為別調査（厚生労働省大臣官房統計情報部）の

直近3年分（平成23年～25年）のデータの平均値より、医科を67.7%、歯科を10.2%として計算している。

処方箋受取率の推計 「全保険（社保+国保+後期高齢者）」

受取率F/E歯　科　診　療医科診療(入院外)
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２次医療圏別の医薬分業率 （平成２７年３月）

尾張西部医療圏

尾張北部医療圏 尾張東部医療圏

西三河北部医療圏

名古屋医療圏

海部医療圏

尾張中部医療圏

知多半島医療圏

西三河南部西医療圏

西三河南部東医療圏

東三河北部医療圏

東三河南部医療圏

６３．９％

６６．９％

６７．４％

７４．１％

６９．９％

６２．９％

６４．９％
３３．２％

６１．６％

５５．９％

５８．１％

６３．９％

愛知県全体 ６３．１％ 

※（ ）内は平成 26年３月の医薬分業率

（６５．９％）

（６８．１％）

（６１．０％）

（６２．５％）

（７１．８％）

（６６．８％）

（６１．６％）
（３２．８％）

（５４．０％）

（５６．１％）

（６２．２％）

（５９．７％）

（６１．４％）
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愛知県の医薬分業率（平成27年3月診療分による算定結果）

分業率 62.9% 61.0% 分業率 69.9% 66.8% 分業率 74.1% 71.8% 分業率 63.9% 62.5%

前年同期 前年同期 前年同期 前年同期

施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％）

病院 129 79 61.2 56.8 病院 11 5 45.5 45.5 病院 5 2 40.0 40.0 病院 19 13 68.4 66.7

診療所 2,093 966 46.2 43.5 診療所 206 86 41.7 40.7 診療所 92 42 45.7 41.8 診療所 316 162 51.3 47.9

歯科 1,443 213 14.8 13.8 歯科 137 15 10.9 10.1 歯科 73 13 17.8 14.9 歯科 229 32 14.0 12.4

薬局 1,147 薬局 126 薬局 60 薬局 211

保険薬局 1,108 保険薬局 122 保険薬局 59 保険薬局 207

分業率 67.4% 68.1% 分業率 66.9% 65.9% 分業率 64.9% 61.6% 分業率 63.9% 62.2%

前年同期 前年同期 前年同期 前年同期

施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％）

病院 19 16 84.2 84.2 病院 24 14 58.3 56.5 病院 19 13 68.4 73.7 病院 18 13 72.2 66.7

診療所 329 149 45.3 42.4 診療所 478 227 47.5 46.8 診療所 381 156 40.9 38.9 診療所 261 117 44.8 43.1

歯科 228 19 8.3 8.4 歯科 341 55 16.1 15.3 歯科 260 45 17.3 20.5 歯科 179 18 10.1 9.8

薬局 221 薬局 296 薬局 227 薬局 166

保険薬局 220 保険薬局 286 保険薬局 227 保険薬局 159

分業率 58.1% 56.1% 分業率 55.9% 54.0% 分業率 33.2% 32.8% 分業率 61.6% 59.7%

前年同期 前年同期 前年同期 前年同期

施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％） 施設数 （％） （％）

病院 15 12 80.0 70.6 病院 22 11 50.0 45.5 病院 6 3 50.0 50.0 病院 35 22 62.9 62.9

診療所 255 105 41.2 38.5 診療所 391 158 40.4 39.2 診療所 50 11 22.0 22.0 診療所 461 198 43.0 39.7

歯科 172 21 12.2 13.4 歯科 291 63 21.6 20.5 歯科 29 4 13.8 17.2 歯科 332 69 20.8 18.8

薬局 149 薬局 239 薬局 20 薬局 331

保険薬局 145 保険薬局 232 保険薬局 14 保険薬局 320

・後期高齢者医療制度により、従来の老人保健分が国保に含まれるようになった 各医療圏院外処方せん取扱い状況： 分業率 63.1% 61.4%

　ため、社会保険診療報酬支払基金愛知支部（社会保険基金）及び愛知県後期高 　平成27年3月診療分　社会保険基金・広域連合調べ 前年同期

　齢者医療広域連合（広域連合）の合計から、分業率を算定。 全施設数：平成26年10月１日現在「病院名簿」 施設数 （％） （％）

・「主に院外処方」の病院、診療所、歯科は社会保険基金が発行枚数と処方内容から （但し、保険薬局数は平成27年3月、社会保険基金調べ） 病院 322 203 63.0 60.3

　判断して、主に院外処方せんを発行しているとした施設。 診療所 5,313 2,377 44.7 42.4

・分業率の（　）内は、前年同期の分業率 歯科 3,714 567 15.3 14.6

薬局 3,193

保険薬局 3,099

主に院外処方

名古屋医療圏 海部医療圏 尾張中部医療圏 尾張東部医療圏

全施設数
主に院外処方

全施設数
主に院外処方

全施設数
主に院外処方

全施設数

主に院外処方

尾張西部医療圏 尾張北部医療圏 知多半島医療圏 西三河北部医療圏

全施設数
主に院外処方

全施設数
主に院外処方

全施設数
主に院外処方

全施設数

主に院外処方
全施設数

主に院外処方

西三河南部東医療圏 西三河南部西医療圏 東三河北部医療圏 東三河南部医療圏

全施設数
主に院外処方

全施設数
主に院外処方

全施設数

全県

全施設数
主に院外処方
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地 区 名
医科入院外
投薬日数
（A）

歯科入院外
投薬日数

（B)

保険薬局取扱
処方せん枚数

(C)

受取率（％）
（C/(A+B)*100）

平成26年３月
保険薬局取扱
処方せん枚数

平成26年３月
受取率

名古屋市 1,452,918 55,156 949,169 62.9 910,249 61.0

名古屋医療圏 1,452,918 55,156 949,169 62.9 910,249 61.0

津島市 35,314 1,280 24,495 66.9 24,155 65.0

愛西市 28,406 886 18,753 64.0 18,763 63.1

弥富市 28,299 1,112 22,025 74.9 20,425 73.6

あま市 40,808 1,730 31,911 75.0 29,838 72.1

海部郡 32,566 1,335 22,782 67.2 19,551 59.6

海部医療圏 165,393 6,343 119,966 69.9 112,732 66.8

清須市 28,299 1,112 22,025 74.9 20,425 73.6

北名古屋市 40,808 1,730 31,911 75.0 29,838 72.1

西春日井郡 3,026 321 1,856 55.5 2,026 54.3

尾張中部医療圏 72,133 3,163 55,792 74.1 52,289 71.8

瀬戸市 66,425 2,872 52,701 76.1 50,658 73.9

尾張旭市 48,148 1,924 37,674 75.2 36,922 73.5

豊明市 53,946 1,486 26,560 47.9 27,256 49.7

日進市 56,811 2,120 42,763 72.6 39,243 68.9

長久手市 44,172 1,356 16,379 36.0 16,198 36.2

愛知郡 15,894 874 13,194 78.7 12,191 73.9

尾張東部医療圏 285,396 10,632 189,271 63.9 182,468 62.5

一宮市 205,908 7,818 141,098 66.0 141,476 66.6

稲沢市 71,714 2,973 53,299 71.4 53,743 72.6

尾張西部医療圏 277,622 10,791 194,397 67.4 195,219 68.1

春日井市 164,848 6,452 115,794 67.6 111,909 66.8

犬山市 34,048 1,337 24,063 68.0 24,048 66.6

江南市 65,027 2,755 41,692 61.5 41,008 60.8

小牧市 84,952 3,172 63,968 72.6 59,309 69.6

岩倉市 24,779 1,163 11,509 44.4 10,815 42.9

丹羽郡 30,183 1,470 24,204 76.5 24,331 79.2

尾張北部医療圏 403,837 16,349 281,230 66.9 271,420 65.9

半田市 68,871 2,456 49,192 69.0 44,397 62.9

常滑市 30,535 1,198 21,683 68.3 18,575 60.4

東海市 51,098 2,554 35,458 66.1 32,850 62.6

大府市 54,895 1,800 38,222 67.4 35,595 62.5

知多市 33,268 1,726 20,507 58.6 20,506 59.7

知多郡 84,372 3,060 52,911 60.5 54,076 60.6

知多半島医療圏 323,039 12,794 217,973 64.9 205,999 61.6

豊田市 202,030 7,868 132,762 63.3 127,554 61.5

みよし市 27,835 1,526 20,132 68.6 19,872 67.5

西三河北部医療圏 229,865 9,394 152,894 63.9 147,426 62.2

岡崎市 206,537 8,281 126,105 58.7 120,740 56.7

額田郡 16,275 653 8,635 51.0 8,582 49.6

西三河南部東医療圏 222,812 8,934 134,740 58.1 129,322 56.1

碧南市 41,627 1,498 28,754 66.7 27,427 64.8

刈谷市 83,498 3,855 44,370 50.8 41,350 47.2

安城市 120,218 3,790 61,295 49.4 59,755 48.9

西尾市 76,454 3,588 56,910 71.1 54,349 68.7

知立市 27,291 1,584 12,309 42.6 12,590 42.3

高浜市 19,893 745 10,888 52.8 10,911 52.2

西三河南部西医療圏 368,981 15,060 214,526 55.9 206,382 54.0

新城市 27,293 964 8,801 31.1 8,462 30.8

北設楽郡 3,311 186 1,747 50.0 1,675 48.8

東三河北部医療圏 30,604 1,150 10,548 33.2 10,137 32.8

豊橋市 219,273 8,100 123,266 54.2 118,995 52.2

豊川市 88,824 3,830 76,994 83.1 74,272 80.6

蒲郡市 47,721 1,825 27,131 54.8 25,872 52.7

田原市 23,271 914 15,162 62.7 16,144 64.7

東三河南部医療圏 379,089 14,669 242,553 61.6 235,283 59.7

全医療圏 4,211,689 164,435 2,763,059 63.1 2,658,926 61.4

※社会保険基金、広域連合調べ。

※医科（入院外）投薬日数＝医科（入院外）日数×0.677

※歯科投薬日数＝歯科（入院外）日数×0.102

※処方せん受取率（％）＝処方せん枚数（薬局での受付回数）／（医科投薬日数＋歯科投薬日数）

郡市別及び二次医療圏別の医薬分業率（平成27年３月診療分、社会保険基金・広域連合）
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医薬分業実施状況調査結果 

○医薬分業実施状況調査

１ 目的 

   県内の主要な病院の医薬分業実施状況（院外処方箋発行状況）について調査を行

うことにより、特に院外処方箋を発行していない病院の理由を分析し、改善策の検

討を行うことを目的として実施する。

※ 愛知県健康福祉部保健医療局医薬安全課が実施

２ 調査対象施設 

  ・国公立病院、公的医療機関、２００床以上の病院  計７４病院

３ 実施方法 

   調査票を病院に郵送し、回答を依頼（郵送により回収）

４ 調査時期 

   平成２７年３月～４月

５ 結果 

   回答率１００％（全７４病院から回答あり）

   調査結果は別紙のとおり
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